
 

  
  

 

 

知ってる？フードロスの現状 

農林水産省が発表しているフードロ
スの推計値は年間 612万トンあり、
収穫量が 1,334万トンに対し、実際
に出荷されたのは 1,141万トンであ
る。出荷されなかった農作物の一部は
自家用として消費に回されているが多く
は規格外、過剰分として廃棄され「隠
れフードロス」となっている。そういった現
状を防ぐため、高知県でも規格外野菜
を子ども食堂や学校給食・地元レスト
ランに寄付をしたりジャムなどの商品を
作るなどフードロスがないように様々の
形で規格外野菜が活用されている。 
こういった活動を生産者が行っている

一方で、私たちにも隠れフードロスを防
ぐ方法がある。それは、冷蔵庫に何かが
あるかの把握をし無駄な物を買わない
こと、直売所での規格外の野菜等も購
入することである。消費者はどうしても
「安い・美味しい・きれい」を求めてしまう
傾向があり、虫が食べているということは
それだけ美味しいということであるためフ
ードロスを防ぐためにも地産地消を心掛
けることが大切である。 
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（上）規格外野菜の例 

引用：https://www.maff.go.jp/j/study/syoku_cost/pdf/data03_5.pdf  
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感想 
自分の父は茶農家で、今の茶畑が直面している現状を知っており、今のＪＡ高知様が取り組んでいる「土佐
茶応援プロジェクト」はとても興味深いものだと感じた。耕地面積が多くなる一方で生産者の数は年々減少し
ているという現状を知り、少しでも多くの若者に農業に興味を持ってもらえるようなイベントなどを行いたいと考え
ることができたいい機会だった。 

（ ） 

 

家族に農家の人がいるので、農家や作物の問題は身近に感じられるものだった。農家の人口減少で、１人あ
たりの負担が増えていることが印象に残った。そして、優先して解決しないと農家の減少に拍車にかけることにな
ると感じた。若い人に農家をしてもらう仕組みづくりに高校生が関わっていけたらいいと思う。 

（  ） 

 

こちらはおまけ記事です！ 

国際コース 3年生のひとりの取り組みを紹介させていただきます。私たちの先輩になります。そして、来年度、
私たちもこのプロジェクトがまっています！ 

 

３年生は「国際マネジメントⅡ」という科目で、フェアトレード商品と高知県内の「わけあり」食材を使用した商
品づくりに挑戦します。まずは商品案を考え、県内企業と交渉、そして、完成した商品を日曜市で販売してい
ます。今回、その取り組みを紹介します。 

目  的 フェアトレードの普及、食品ロス削減（農家支援にもつなげる）、国際貢献 

利  益 ＮＧＯに寄付 

商品名  栗と紅茶のクグロフ 

使用素材 紅茶 スリランカ産のフェアトレード商品（自分でネットで仕入れたそうです） 

栗  高知県四万十町西土佐産栗（生産者さんに会って交渉したそうです） 

        ※他の材料は商品をつくっていただける県内企業に依頼しているそうです 

この栗の生産者は「焼き栗」をつくり、販売しています。焼き栗にするには大きすぎる栗が今回「わけあり栗」にな
りました。３年生は自分で紅茶と栗を仕入れ、県内のお菓子屋さんにアポイントを取り、商品をつくります。そし
て、日曜市で販売し、その利益をＮＧＯに寄付するという取り組みです。国際コース 3年生３５名が１人ひ
とつの商品を作り、販売、寄付を行います。 

 




